
 

 

 

 

 

 

 

市民のスポーツに関する意識等調査アンケート 
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座間市健康部スポーツ課 

  



 市では、平成３０年４月に策定した「座間市スポーツ推進計画（平成３０年４月～令和１０年

３月）」に掲げる目標（令和１０年３月までに、※運動習慣を持つ市民の割合を５５％にする）

の進捗状況を把握するため、次のとおりアンケート調査を実施しました。 

 

※運動習慣を持つ市民 ＝ １日３０分、週２回、１年以上運動を継続している市民 

 

 

１ 実施期間 

令和６年２月１６日（金）から令和６年２月２９日（木）まで（１４日間） 

 

２ 対象者 

 座間市ＬＩＮＥ公式アカウント友だち登録者のうちメッセージの受信設定が有効になっている

者（登録者数は、令和６年２月末で９２，７００人程度。） 

 

３ 実施方法 

 ＬＩＮＥのアンケート機能を使用して市民アンケートを作成し、座間市ＬＩＮＥ公式アカウン

トの友だち登録者に対して配信する。なお、無記名調査とし、統計的に処理するため、回答した

個人が特定されないよう配慮する。 

 

４ 調査内容 

 （１）「する」スポーツに関すること 

    Ｑ１ 好きなスポーツ・運動について（複数回答可） 

    Ｑ２ 過去１年におけるスポーツ・運動を行っている頻度 

（２）「みる」スポーツに関すること 

    Ｑ３ 過去１年における会場（球場、競技場、体育館など）でプロスポーツ 

トップアスリートの試合観戦状況（複数回答可） 

（３）「ささえる」スポーツに関すること 

    Ｑ４ 過去１年間のスポーツボランティア活動の実施状況（複数回答可） 

 （４）本市のスポーツ行政に関する意見（１００字以内。自由回答） 

  



５ 調査結果 

 （１）「する」スポーツに関すること 

 好きなスポーツ・運動（以下「スポーツ等」とする。）について聞いたところ、１，８２５人

中１，６８９人（９２．５％）が何らかのスポーツ等が好きと回答し、「スポーツ・運動は好き

ではない」が１３６人（７．５％）でした。 

 また、何らかのスポーツ等が好きと回答した１，６８９人のうち、最も多いのが「ウォーキン

グ・散歩（ペットの散歩含む）が好き」の１，１５６人（６８．４％）、次が「球技（野球・サ

ッカー・ゴルフ等）が好き」の６２５人（３７．０％）でした。 

 次に、過去 1年におけるスポーツ・運動を行っている頻度について聞いたところ、「１日３０

分以上のスポーツ・運動をほぼ毎日行っている」が３３１人（１８．１％）、「１日３０分以上

のスポーツ・運動を週２～３回程度行っている」が５８３人（３２．０％）で、この二つを合わ

せるとスポーツ等を週２回以上行っている市民は、９１４人（５０．１％）となりますが、目標

の５５％には達していないことが分かりました。 

また、「１日３０分以上のスポーツ・運動を週 1回行っている」は３４３人（１８．８％）

で、「スポーツ・運動はあまり行っていない」は５６８人（３１．１％）でした。 

 

（２）「みる」スポーツに関すること 

 過去１年間における会場（球場、競技場、体育館など）でのプロスポーツ、トップアスリート

の試合観戦について聞いたところ、１，８２５人中９６４人（５２．８％）が何らかのプロスポ

ーツを観戦したと回答し、「関心があるが観ていない」が６５７人（３６．０％）、「関心がな

いため観ていない」が２０４人（１１．２％）でした。 

何らかのプロスポーツを観戦したと回答した９６４人のうち、最も多いのが「野球・ソフトボ

ールを観た」の５２７人（５４．７％）、次は「サッカー・フットサルを観た」の３８１人（３

９．５％）、その次が「マラソン（駅伝を含む）を観た」の３３３人（３４．５％）でした。 

上記（１）のとおり、９２．５％の人が何らかのスポーツ等が好きと回答していますが、何ら

かのプロスポーツを観戦したとの回答は、５２．８％に止まりました。 

 

（３）「ささえる」スポーツに関すること 

 過去１年間のスポーツボランティア活動の実施について聞いたところ、１，８２５人中２５５

人（１４．０％）が何らかのスポーツボランティア活動を行ったと回答し、「関心があるが活動

していない」が８７２人（４７．８％）、「関心がないため活動していない」が６９８人（３

８．２％）でした。 

 「する」、「みる」に比べて「ささえる」は、さらに減少しています。 

 

 



 （４）回答者に関すること 

回答者数は、１，８２５人。 

 年代別の内訳は、「１０代以下」１６人（０．９％）、「２０代」１０５人（５．７％）、

「３０代」２１５人（１１．８％）、「４０代」３６３人（１９．９％）、「５０代」３６９人

（２０．２％）、「６０代」３３４人（１８．３％）、最も多いのが「７０代」４２３人（２

３．２％）でした。 

 次に、本市との関りについては、「市内在住」１，７９７人（９８．５％）、「市内在勤」２

０人（１．１％）、「市内在学」８人（０．４％）でした。 

 

 （５）本市のスポーツ行政に関する意見（１００字以内。自由回答） 

 次に、本市のスポーツ行政に関する意見（自由回答）については、５１３人（２７．９％）の

方から様々なご意見をいただきました。 

 多くが施設の整備に関するものやイベント等に関するご意見でありました。（詳細について

は、「意見一覧」をご覧ください。） 

 

 

６ まとめ 

 これまで「運動習慣（１日３０分、週２回、１年以上運動を継続している）を持つ市民の割

合」は、住民基本台帳登録者のうちから無作為で抽出された方を対象とした「市民意識調査」の

一項目として確認し、平成３０年は、男性３３．８％、女性３０．８％、令和２年は、男性４

２．３％、女性３１．１％、令和４年は、３６．３％（男女別なし）という結果でした。 

今回は、ＬＩＮＥによるアンケート調査であり、従来の方法と異なることから、過去の実績と

単純には比較できないかと思いますが、「スポーツ・運動はあまり行っていない」という回答が

一定数（５６８人、３１．１％）あったことから、スポーツ等に関心がある人に偏った回答では

ないと考えることができます。 

また、自由意見では、施設整備など難易度が高いものや運用の見直し等により改善が図れるも

のなど内容は多岐にわたるものでした。いただいたご意見は、関係部署や関係機関にも共有し、

多くの市民がスポーツ等に親しむことができる環境づくりに繋げてまいりたいと思います。 


